
タカヤは、がっこうから　かえって　しゅくだいを　すま
せると、すぐに　こうえんへと　でかけました。
その　こうえんには、ターザンロープが　あります。ぶら

さがって、かべを　けって　かえってくるのです。まんぞく
したら、つぎの　ひとに　こうたいすることに　なっていま
す。
タカヤが　そろそろ　やめようかなと　おもった　そのと

き、きんじょに　すむ　サヤカが　こえを　かけてきました。
「タカヤくん。つぎは、わたしに　かわってよ。」
タカヤは、サヤカを　いもうとのように　かわいがってき

ました。かわってあげようかと　おもったら、おおきなおと
このこが　ちかづいて　きました。
「おい！　いいかげんに　しろよ！　おれが、ずっと　そこ
にならんでいたんだ。おれが　さきだからな！」
そういって、おとこのこは　タカヤと　サヤカを　にらみ

つけました。
たしかに、おとこのこは　ずっと　うしろに　ならんでい

ました。でも、サヤカは　あそびたいようで、　いまにも　な
きだしそうです。

タカヤは、どちらに　ターザンロープを　わたすべきでしょ
うか。じぶんの　かんがえと　りゆうを　かきましょう。

はなしあって　かんがえたことを　かきましょう。

ねん　　　くみ　（　　　　　　　　　　　　）

タカヤは、どちらに　ターザンロープを　わたせばよいの
か、なやんでしまいました。

ターザンロープ10 規則の尊重　×　親切、思いやり




